
140　被　服
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　厄爾様々な芳香剤乞用いるように拓った昨今であるが、遷姶に芳香乞取り入れ、健康

回復と増ilに役並れせようとするのは、以前力ヽら日常生迦の中に定着していることである。

　本研呪は、温唇におけ石香成分の生晰への影響を、瞳孔反応や蕩概生理刄｡鳶、そして、

生体に取り込まれμ大気包中It-として測定し、人体の健康と攘境の関係について分片を行

･、な。

　万両被験老μ、健康な女手学生ら石とレたエ気候室乞、気蕩2吋1・c、相対湿度び）

外に設免しn。杏料に＼t. Hm。ki Leaif 0;1 を印い、入悟あり、なしと唇料拓り、なし
の組み合わせ^条件における皮膚温、衣服内温･湿良、口腔遺、脈拍、血阻を尹」定レ温

海感、湿潤感、快徽感、さらに、ニオノf強農、ニオ^認容度について申告してもらっn。

　打こ、人工気候室と、蚤中に兪料を入れrこ遡喝のを気を、流量らSL／、in. ぜ蜀分間m、

し、入洛しμ場合としない場合の呼気約ifは乞、試料柿集管の吸着剤に吸着させT, &C

／MSによ、て分綺しに。なお、その唯、測定の最選無件をl検討し、環境およびん体にお

ける各成分について考察乞加えた。瞳孔反応については、Aりスコープ゛（HTV －C 3Oi）

を用い、光刺激μΥtる瞳孔反射を測定レ呼吸珊能I*、肺機ut検査にふ。て分杵しμ。

　匯］諾］i.平均皮膚温（5β､法）は、入洽によって約i.・en,く､なり、か服内湿度も20 ～

1b‰R.-.」ﾆ昇した。2. 酋孔反応でIキ、入洛し↑ｉ場台、Ai（他刺激復の変化面積値。^M

の/りメ-タに、着料の有無における有蒐差が認められrこ。ろ。呼吸機能のを乖因につい

ては、温帚や杏料の萌無、iてぷる覆貧扨差は認められ俘炉。た。

B 72
森の香りの生体に与えろ影響
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　目套]生息援境を豊力ヽにするために、室内芳香剤が最盛おおいに珪目されっっある。こ

の芳春μ従来のトイし7 I)ー.パフュー八と廬って、森林漕香のような複雑な参りを利吊

するごとに壷点がおかれている。こうした、トー引しとしての森扨のｉりが、生体にどの

ようね影響を＆ぼす扮を調べ、自然志向芳杏刺の薦､義をB月らかにTることを目的とした。

　医五]静岡県函南町郊外で、クロモジの自生する山林中の象屋内(エＺラルド・タウン

裸供)において、7/、の成人女･子について、瞳孔の光反射、呼吸機能ts-どによって、森林

と､節申環境におけろそれらの影響を比較検討した。まれ、自然条佇結合の状兄をa 安にし

て, iS7地域の峡蓋性を砂るこ乙とし、条件結合のよい場合凶映z置な環境であるので、その

拗音の度舎｀いpヽら、怯適性の判定を行った。

　蕗菓1下図it森林空気のG,C 、tj-らび｢に尺ぷ'i'ひZ”にfiけろns,を示す一伊ばあろ。気
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象剔牛や照度なi::'、蘇林中£の劃定

条件と同じにんｴｰ気候室を設定して

瞳孔反射剖;じ較すると、瞳孔の初期

面積、最小になるまでの縮瞳時間、

加症萬に. 面地域間の有蒐差が認め

らitiT'・条件反射の綿合μ、森林環

遭て゛その状況が｀よく、唾液の分泌ヽ反

応より確かめられた。


